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雨
に
濡
れ
た
色
と
り
ど
り
の

紫
陽
花
を
見
る
と
少
し
落
ち
着

い
た
気
持
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
３
ヵ
月
あ
ま
り
、
毎
日

コ
ロ
ナ
一
色
に
染
ま
っ
た
暗
い

雰
囲
気
の
中
で
、
出
口
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
不
安
な
日
々
を
過

ご
し
て
き
ま
し
た
。
６
月
議
会

も
コ
ロ
ナ
対
策
で
染
ま
っ
て
い

ま
し
た
。

　
黒
潮
町
は
県
下
で
も
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
様
々
な
面
で
対

応
し
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
感

染
者
を
出
さ
な
い
た
め
の
施
策

を
実
行
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ

れ
か
ら
は
、
い
か
に
町
内
を
活

性
化
で
き
る
の
か
問
わ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
人
を
大
切
に
。

　
命
を
大
切
に
。

　
取
り
組
み
は
こ
れ
か
ら
も
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
気
を
引
き
締

め
て
い
き
ま
す
。（

澳
本
　

哲
也
） 

アーカイブ No.4
※アーカイブとは、重要記録を保存・活用し、未来に伝達することです。

国道から見える観音寺

伊田地区は旧白田川村であったが、

昭和31年に、大方町と合併した。国

道56号線を境に海側を伊田浦、山側

を伊田郷と呼び、漁業、農業等の一

次産業が今も残る地域です。

　観音寺には、元の松山寺にあった本

尊・地蔵菩薩と薬師如来が安置されて

おり、松山寺の後身の寺院となった。

　以前は毎月地域の有志20人ほどが集

まり、御詠歌を詠ったり、無縁仏のお

地蔵さんの前掛けを丁寧に洗ったりし

ていた(写真左)。近年は高齢化によ

り、その集いも減っている。

　敷地内には無縁仏のほこらや、徳を

慕い供養されている盆踊り、「新吉踊

り」で知られる掛川新吉の墓(写真右)

や、町文化財「えい歯の碑」がある。

　黒潮消防署の横を海側に向かうと、その左側に松山寺跡の石碑がある

(写真右上)。松山寺は、明治初年ごろ、廃仏毀釈の政策により廃寺と

なった。その後大正の時代に、四国37番札所である岩本寺の弟子僧が

何度か再興に努めてくれたりもしたが、かなわなかった。

　伊田の大敷網は、ブリの定置網として、県下でも屈指

の漁場であったが、2012年には一度撤退していた。その

後の2016年に、県と町の補助金を受け、町内の水産会社

が中心となって、定置網漁を復活させた。

　安政元年11月４日かすかな地震の後に、津波の前兆で

あるといわれる鈴波が来た。その翌日５日に大地震が起

こり、その後、大津波に見舞われた。

　「津波により、浦は流失した。140年、150年と用心

をしなさい」と、後世のために忠告として刻まれた石碑

が、今も伊田海岸に残されている。

伊田の大敷
安政津波の碑

伊田


